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椿井城跡の
発掘調査

・
出⼟遺物と遺構

⼟師器の⽫
(丸型)

ろうそく⽴てとして
使われていたとか

→すすが付いている

はじきのさら

  銅銭（北宋銭）
左から

皇宋通宝（こうそうつうほう）
⾄道元宝（しどうげんぽう）
紹聖元宝（しょうせいげんぽう）

きたそうせん

検出された礎⽯建物
そせきたてもの

他にもこんなものが⾒つかっています。

2014年〜2017年度の
現地調査

拡⼤写真


